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社会人経験を有する新人看護師の就労継続に関連する要因

一就労6ヶ月の困難感と取り組みー

高野真由美 1) 福永ひとみ 1) 橘達枝1) 

要旨

本研究では、入学時に社会人経験を有し、卒業した新人看護師が、就労6ヶ月前後の経験のな

かで感じている状況を対象者の語りから明らかにすることで、就労継続のための支援の手がかり

とすることを目的に 5名に協力を得て、半構成的面接を行い、質的帰納的に分析をした。結果、[先

輩との関係困難]から認めてもらった実感のない[低い自己評価]と[能力不足]に困っていた。

一方、先輩看護師やプリセプターからの支援があると、肯定的に自己をとらえて[振り返りの努力]

から学びを得ていた。その結果、周囲の力を借りる対応策と、いずれ先輩やプリセプターの負担

を軽減できる看護師を目ざしていた。つまり、振り返りの努力によって新たに方向づけされた対

応策と貢献の姿勢は「強み」であり、その強みを生かす支援が就労継続に関連する要因のーっと

示唆される。
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I はじめに

近年、看護以外の専門学校や大学を卒業した社会

人経験を持つ学生の入学希望者が増加傾向にある。

その理由には、生涯学習や専門職へのキャリアアッ

プの目的もあるが、厳しい経済状況の変化のなかで、

安定性を求めての転職などが背景にあると、とらえ

られる。

本学においては、平成 15年度より社会人入試制

度をとりいれており、高い受験率を維持している。

本学が社会人経験のある学生を受け入れることへの

期待は、社会人としての経験を学習や看護活動に生

かし、さらに現役で入学をした学生の学習を活性化

させるような刺激を与えること。そして、卒業後は

川崎市内へ看護職として貢献できることである。

本学の社会人経験のある学生の入学後の状況をみ

ると、動機が明確であり、知的欲求も高く学習へ

の取り組みも意欲的である。また、人間性も豊か

であり、多種多様な人との関わりの経験からコミュ

ニケーションスキルが高く、グループワーク時には

リーダーシップをとるなど積極的な姿勢が伺われ
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るO しかし、その一方で、年齢も上で、経験に裏打

ちされた自信や自己に対する肯定的評価が高いこと

から、その肯定的自己像が傷つけられる行為には敏

感である。そのため、社会人経験を持つ学生への学

習支援としては、その社会人としての様々な経験と

背景を考慮、し、価値観を認めながら、肯定的自己像

を壊さないような指導をしてきた。その結果、 3年

間で優秀な成績を修めて卒業にいたる学生が多い。

ところがこの数年、新人看護師として就職をした

社会人経験者が、 1年未満で体調不良やメンタル面

での問題から退職をするケースが見受けられるよう

になった。

これまで、新人看護師の退職については、リア

リテイショックや看護基礎教育とのギャップ 1)2)、

チームの一員としてのコミュニケーションの問題 3)

などが取り上げられてきた。そのために、卒後は、

技術のトレーニングやコミュニケーションに関する

ことなどを新人教育として取り入れている施設が多

い。しかし、社会人経験のある学生だ、った新人看護

師が退職をした場合も、リアリティショックやコ

ミュニケーションが主な問題なのであろうか。むし

ろ、コミュニケーション能力の高さや社会人として



働く現場の状況は経験上心得ている人たちである o

すなわち、何が要因で社会人経験のある新人看護師

が就労継続困難な状況になるのかが明確になってい

ない現状がある O

これまでの研究では、社会人経験のある学生の看

護基礎教育においての学習に関するものは、いくつ

か見受けられる 4) 5)。それらの研究では、社会人経

験があることに対する過度の期待が学生へ負担感や

苦痛を与えることの要因や、社会人としての経験を

上手く取り入れながら現役の学生とともに学習をし

ていく支援のあり方に関する報告がされている。

一方、看護基礎教育を終えて新人看護師として就

労したあとの支援に関することについて述べている

研究は、職場適応の構造の一端を明らかにしたもの6) 7l 

と、職業生活の様相の変化8)についてと、指導を

受けるうえでの思い 9)や支援の在り方 10) について

の数件が見受けられる程度である O

よって、本研究において、社会人経験を有する新

卒看護師(以下、社会人看護師と略す)の就労継

続に関連する要因を明らかにすることは、卒業後の

フォローアップや臨床と協働での支援などから離職

への対策につながる意義があると考えられる O

そこで、本研究では、就労6ヶ月にある社会人看

護師の経験の語りの分析から、就労継続に関連する

要因を検討することを目的とした。

E 研究目的
社会人看護師の就労6ヶ月前後の経験で感じてい

ることを語りから明確にし、就労継続のための支援

の在り方について示唆を得ることを目的とする。

皿研究方法
l 研究デザイン

質的研究

2 データ収集期間

平成 22 年 8 月~1O月

3 研究参加者 :A看護師養成施設を卒業しA市

に就職をした、入学前に社会人

経験のある看護師で本研究の趣

旨を説明し、協力の得られた 5

名。

4 調査内容と方法:先行研究によると新卒看護

師は就労 3~4 ヶ月頃まで

は問題を生じやすい時期で

あり、就労 6~ 10ヶ月で回

復に向かうと推測される 11)。

そこで、本研究では、この

時期の経験のなかで感じて

いることを具体的に知る

ことが重要と考えて、就労

6ヶ月前後に調査を行った。

調査は個別に半構成的面接

を実施し、「困っていること」

や、「努力していること」、「支

えとしていること j、「目ざ

す看護師像」についてイン

タビューをした。

5分析方法:対象者の語りを逐語録として起こ

し内容を類似性に基づいて分類カ

テゴリー化し質的帰納的に分析を

した。カテゴリーの信頼性、妥当

性を確保するために研究者間で同

ーのカテゴリーが抽出されるまで

繰り返し検討をおこなった。

6 倫理的配慮:研究目的と意義、個人情報の

保護、研究参加へは自由意志

であること、途中で中止した

い場合は、それに伴うデータ

は取り扱わないこと、得られた

データは、学会発表、紀要、研

究論文以外では使用せず、終

了後は破棄することを、文章

を用いて口頭で説明をし、同

意書に署名をして頂いた。

尚、データの管理は、研究代表

者が連結可能な匿名化を施して

情報管理をすることとした。

町結果

就労6ヶ月前後の経験の中で感じている<困っ

ていること>、<努力していること>、<支えとなっ

ていること>、<目ざす看護師像>を表 Iに示す。

l.就労6ヶ月前後の経験の中で感じているく困っ

ていること>

就労6ヶ月前後で<困っていること>の内容を

分析した結果、[能力不足1[先輩との関係困難1[仕

事の過負担1[{、身の負担][実習とのギャップ][低

い自己評価] [同じ新人として認めてもらえない心
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外さ1[愚痴をいえない環境]の8つのカテゴリー

が抽出された。

カテゴリー[能力不足】の内容は、「患者の全体

がとらえられないJ、「優先順位に困った」という、

全体を理解しアセスメントし優先度を考えて援助す

る能力の不足や、「注射・採血技術の不安」、 11人

でできない」、「体得するのが大変」、「経験と能力の

未熟さ」など、治療処置に関する技術をもって対応

する能力の不足に困っていた。

カテゴリー[先輩との関係困難]の内容では、「苦

手な先輩」の存在、「期待するなといわれせつなく

なった」、「関わりを拒まれた思い」、「怒られて落ち

込む」、「見られることのプレッシャー」などから先

輩との関わり方や距離のおき方など、関係性での困

難を感じていた。また、「認めてもらえた実感がない」

は、先輩との関係困難と関連して、先輩に認めても

らえない、つまり評価してもらえないことからの能

力不足を感じていた。

カテゴリー[仕事の過負担]の内容では、「複数

受け持ちのため十分関われないj、「多忙で関わる時

聞がない」、「勉強の時聞がない」、「忙しい」など、

仕事の多忙さによって、患者へ関わる時間の不足と、

新しい治療や処置の指示がででも十分学習する時間

もなく仕事をしなければならないことへの負担を感

じていた。

カテゴリー【心身の負担]の内容は、緊急入院や

患者の急変など予測外に起こる出来事によって、毎

日の緊張の連続がもたらす「予期不安による恐怖感」

と「緊張の毎日」、「疲れて辛いJ、「睡眠不足で辛いJ

「健康障害」など、仕事の緊張と負担に伴った心身

の負担が挙げられていた。

カテゴリー{実習とのギャップ]の内容は、「学

生時代は、心をもってじっくり患者に関われたJや、

「臨床では、まずは知識と技術で、実習とのギャッ

プがある」であった。

カテゴリー[低い自己評価]の内容は「同期はそ

つなくこなしているようにみえ、周囲と比較して出

来ない自分J、「自分の弱さに気づいて困った」、「自

己評価が低い」であった。

その他、「同じ新人として認めてもらえない心外

さJI愚痴をいえない環境jの内容が挙げられていた。

2.就労6ヶ月前後の経験の中で<努力しているこ

と>

困っていることなど、多くの経験のなかで社会人

看護師が努力していることでは、[振り返りの努力】

【円滑な人間関係の努力]【実践の努力】[学習の努力]

[関わりの努力1[自分を鼓舞する]の 6つのカテゴ

リーが抽出された。

最も多かったカテゴリー[振り返りの努力]では、

「業務の全体が見えて 1、2ヶ月前よりペースが速く

なった」といった肯定的な内省によって、自分自身

を問い直しプラス面を意識化していた。また、「視

野を広げて患者を色々な角度から見るために、自己

の援助を振り返るJ努力をしていた。

カテゴリー[円滑な人間関係の努力]では、「先

輩が大変そうなときは、自分が忙しくても声かけて

一緒に行う」、「チームの一員として、業務が円滑に

進むように周囲への気配り」をしていた。また、苦

手な先輩とは「距離をおいて環境を保ち上手く付き

合う jなど人間関係が円滑になる努力をしていた。

カテゴリー[実践の努力]の内容は、「臨機応変

な対応」や「経験を積む」努力をしていた。

カテゴリー[学習の努力]では、「聞くというよ

りまず自分なりに調べる」など自己学習の努力をし

ていた。

カテゴリー[関わりの努力]では、「患者さんの

笑顔がみられる関わり」や、「自分は、まだ新人だと」

自分の経験と能力を伝えて、真撃に関わる努力をし

ている内容であった。

カテゴリ[自分を鼓舞する]では、自分自身を

奮い立たせて取り組む努力をしていた。

3.就労6ヶ月前後の経験の中で<支えとなってい

ること>

社会人看護師の<支えとなっていること>のカテ

ゴリーは、[先輩とプリセプターによる支援1[居心

地のよい人間関係1[同期の支え合い1[患者さんの

笑顔1[家族の支え]の 5つで、あった。

カテゴリー[先輩とプリセプターによる支援]で

は、「先輩、プリセプターの支えによって肯定的自

己評価ができたJや「働きやすさは先輩の関わり」

などであった。

カテゴリー【居心地のよい人間関係】では、「チー

ムで声をかけあうことができる」、「周囲の力を借り

ながら学ぶJなど、環境が支えとなっていた。

カテゴリー[同期の支え合い】は、「新人同士の

助け合い」など人間関係を基本とした内容が支えと

なっていた。

その他のカテゴリーでは、「患者さんの笑顔」ゃ「家
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サブカテゴリー
経験と能力の未熟さ
注射・採血技術の不安
体得するのが大変
1人でできない

能力の限界を感じた
患者の全体像がとらえられない
優先順位に困った

周囲と比較して自己評価が低い
自分の弱さに気づいた
自己評価が低い

怒られて落ち込む
苦手な先輩
みられことのプレッシャ一

関わりを拒まれた思い
期待するなといわれせつなくなった
認めてもらえた実感がない
愚痴を言えない

多忙で関わる時間がない
勉強時聞がない

忙しい
複数受け持ちのため十分関われない

緊張の毎日

予期不安のよる恐怖感
健康障害

疲れて辛い
患者関係で疲れる
睡眠不足で辛い

閉じ新人としてみてもらえない心外さ
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族の支えjが支えとなっていた。

4 目ざす看護師像としては、 [自己実現]と [他

者への貢献]、!なし]の3つのカテゴリーにま

とめられた。

カテゴリー [自己実現]の内容では、「広い視野」

や「患者サイドにたてる」、「親しみやすい看護師で

いたい」、「医師と対等の話ができる」という看護師

を目ざしていた。

カテゴリー [他者への貢献]では、「自分のでき

ることを増やし先輩の負担を軽減したい」ゃ「プリ

セプターが目標」などの内容であった。

カテゴリー [なし]は、「目ざす看護師像は、昔

あったような気がするが今はもうないJということ

であった。

目ざす看護師像

5. 就労6ヶ月前後の経験の中で感じていることの

各カテゴリ一間の関連

就労6ヶ月前後の経験で感じている各カテゴリー

の関連を考え、構造化したものを図 lに示す。

困っていることは、 [能力の不足]、[仕事の過負担]

[心身の負担]があり、それは [実習とのギャップ]

もあるが、周囲との比較や先輩に [同じ新人として

認めてもらえない心外さ!など [先輩との関係困難]

で生じている [低い自己評価]が原因にあった。そ

れに対して、 [振り返りの努力]をしながらチーム

への気配りや苦手な先輩との距離をとるなど [円滑

な人間関係の努力]をしていた。そして、この時期

支えとなっていることは [先輩とプリセプターによ

る支援]による肯定的自己評価と [居心地の良い人

同 じ新 人と

もらえ なし、

，じて外 さ

力
し
て
い
る
こ
と

っていること

とるてよf
 

とま
図 1 社会人看護師が就労6ヶ月の前後の経験で感じている各カテゴリーの関連
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間関係】であった。このように、居心地の良い人間

関係のなか、周囲から支えられていると感じること

で将来は[自己実現]の他に、先輩やプリセプター

の負担を軽減する[他者への貢献]ができる看護師

を目ざしていた。一方、[同じ新人として認めても

らえない心外さ】と[愚痴を言えない環境]などの

困難感のみを強く感じているときは、目ざすべき看

護師像も見失っていた。

V 考察
1.社会人看護師が就労6ヶ月前後の経験の中で

「困っていること」の特徴

社会人看護師がこの時期困っていると感じること

に、能力の不足がある。その内容は注射や採血、複

数受け持ちによる全体像がとらえられないことによ

るアセスメント力不足など、看護基礎教育では十分

に学習することができず、実際に現場に入ってから

経験したり、学んだりする内容である。これは、社

会人経験の有無にかかわらず新人看護師の困ったこ

ととしても報告されている 2)。また、毎日の緊張の

中、多忙で学習が追いつかないまま業務をこなさな

ければならない仕事の負担は、心身の負担を重くし

相乗効果で能力不足を感じさせている。さらに、今

回、社会人看護師が能力不足を感じるのには、先輩

との関係が困難なことや、認めてもらった実感がな

いということからの自己評価の低さの影響がある。

人間関係については、新人看護師においても先輩・

上司との関係の難しさがストレスや退職の要因に関

連する研究の結果と同様である 8)12)。しかし、社会

人看護師の場合は、単に関係が難しいだけでなく、

認めてもらった実感のないことに関連して、同じ新

人として見てもらえないことの心外さから、自己へ

の関わり方と先入観による見方の差別を感じている

のではないかと思われる。勝原 13)によると、同僚

性や仲間意識を志向する行動が求められる臨床の場

では、仲間として認められないと評価されないこと

を述べている。つまり、社会人経験があることで、

特別視や問題視されていると思うことは、先輩看

護師から同じ仲間として認めてもらえないという認

識となり、仕事面でも貢献できたと評価されていな

いと実感することで、低い自己評価と能力不足を感

じさせることへつながったのではないかと考えられ

る。そして、その思いは自尊感情を低下させ、さら

に愚痴も言えないような閉鎖的な環境は、目ざす看

護師像を見失うほど就労意欲を低下させている。

その一方で、社会人看護師は、同期の新人や周囲

との比較をしながら常に自分ができているかどうか

を評価している面もあり、社会人看護師自身が、同

期と違う差別感を持っていることも伺われる o

これらから、社会人としての経験があるからとい

う先入観をもつことなく、社会人看護師が、困って

いることを理解することが大切である。そして、看

護においては初心者であることから、他の新人看護

師と同様な関わりと見方をする必要がある。また、

社会人看護師自身が、年齢が上で社会人としての経

験があるからという差別感から、思うようにできな

い時に否定的な自己評価に陥らないよう、安心して

気持ちを聞いて相談できる配慮や環境があると、自

分なりに自己の成長や変化を評価することができる

と考えられる。

2.社会人看護師の振り返りの努力を支援する意義

社会人看護師が、困難な経験の中で最も多く行っ

ていた振り返り(内省)の努力は、反省をしながら

も肯定的に自己をとらえなおし、経験から学びを得

ょうとするプロセスのなかでおこなう努力である。

そのプロセスをカテゴリ一間の関連と内容を解釈し

構造化したものを図2に示す。

今回の研究でみられた振り返りの努力は、新人と

して臨床の場にたった社会人看護師が、これまでの

経験では通用できない現象が生じたとき、不安や恐

怖感、切ない、落ち込むなど様々な気持ちが生じて

いる。その気持ちを受け入れながらもまずは、自己

の能力の許容範囲の見きわめをすることが必要とな

る。この自己の能力の許容範囲の見きわめにおいて、

これまでの価値観を問い直しながら、今の自分に何

ができ、何ができないのかを見きわめている。これ

は、とても辛い作業でもあると思われるが、そのと

きに、プリセプターや先輩看護師からの支援がある

ことで、肯定的に自己をとらえて能力の許容範囲の

見きわめた振り返りを可能としている。そして、そ

の結果、振り返りから学びを得ることで、今は能力

不足を受け入れて周囲の力を借りながら学ぶという

対応策や、いずれプリセプターや先輩看護師の負担

を軽減できることを目ざそうとする、就労継続につ

ながるような新たなる方向づけができると考えられ

る。すなわち社会人看護師が臨床の場で得た経験を、

自主的に振り返り、自己の価値観を聞い直し、経験

を意味づけながら取り組む学びのプロセスは、社会

A
せっ“



人看護師自身が自律的に学んでいく学習の取り組み

ともいえる。 P.クラントン 14)は、おとなが学びを

拓くためには、教師中心型の学習(教師が教えるこ

とを中心)ではない、学習者自身が中心となり自律

的に学んでいく自己決定型学習が大切であることを

述べている。本研究においても、社会人看護師は、

振り返りの努力をし、そこで得た学びから新たなる

方向づけをしている。それは、生涯にわたって学び

続け、就労継続につながるおとなの学びを拓く努力

であると示唆される。一方、先輩看護師との関係が

困難な状況にあると、認めてもらえていない実感か

ら低い自己評価となる。その自己評価の低いことは、

自尊感情を低下させ、自己を肯定的に受け入れられ

ないために、自己の能力の許容範囲をみきわめた振

り返りを拒否するのではなかろうか。すなわち、そ

の結果、孤立した閉鎖的な状況となり、思うように

できない自責の念を増大させることで、さらに低い

自己評価と能力不足を感じることへとつながってい

ると考えられる。井部は 15)、新卒者が認知する自

分たちの成長や変化に影響を及ぼす要因を「先輩か

らの保障」としており、先輩との関係性や実践を正

しく導ける先輩の存在の大切さを述べている。本研

究でも、社会人看護師は、先輩看護師やプリセプター

からの支援と居心地の良い人間関係を支えの基盤と

して、肯定的に自己を受け入れた振り返りの努力を

している。

よって、社会人看護師が、プリセプターや先輩看

護師の支えをよりどころに、振り返りを重視した自

律的な学習へ取り組めるように支援することで、就

労継続に関連する新たなる方向づけができることが

臨床では、今までの経験や、やり方では通用しない

現象が生じる

新たなる方向づけ

・『今はしょうがない。他者のカを借りて学ぶ」…開き直りの対応策

・r.、ずれ、プリセプターや先輩の負担を軽減したいJ…貢献の姿勢

とまどし、

混乱

図2社会人看護師の振り返りの努力のプロセス
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いえる。

3.社会人看護師の経験を生かした支援

社会人看護師の担当プリセプターが、社会人経験

があることへの期待として都留ら 16)は、社会性や

理解・要領の良さ、精神的自立をしていることを述

べている。本研究において、社会人看護師は、チー

ムや先輩との人関関係に対し、社会性を発揮した気

配りや苦手な先輩とは距離をとるなど、円滑な人間

関係の努力をしている。それは、社会人として多種

多様な人との交流やコミュニケーションからの経験

を対応力に生かしているからと考えられる。また、

今は周囲の力を借りながら学ぶという聞き直りのよ

うな対応策と、いずれ先輩の負担を軽減する看護師

を目指す貢献の姿勢は、社会人としての経験からの

「強み」である。すなわち、社会人として新人から

後輩へ教える立場まで働いた経験があるからこそ、

誰でも新人の時があるからできなくてもしょうがな

いことを経験上知っている。だから、新人である今

は能力不足を受け入れて周囲の力を借りながら学ん

でいいと思えることができる。そして、いずれは自

分も成長し周囲へ貢献できる看護師像を目ざすと思

われる。

よって、社会人看護師の「社会性」とともに、「聞

き直りの対応策」と「いずれ貢献したい」という、

この社会人看護師のもつ強みを他者が評価し、社会

人看護師自身がその強みを実感できるように支援す

ることが必要であり、それが就労継続につながるこ

とが示唆された。

VI 結論

本研究の結果以下のことが明らかになった。
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